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Ⅰ　

問
題
意
識

　

近
年
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
が
減
り
デ
ジ
ュ

ー
ル
標
準
が
相
対
的
に
増
加
し
、
製
品
上

梓
前
に
利
害
関
係
者
が
協
議
し
て
策
定
す

る
事
前
標
準
の
事
例
が
増
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
動
向
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
扱
っ
た
多
く
の
事
例
報

告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
研
究
で
は
、

標
準
策
定
の
前
段
階
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

な
ど
で
標
準
化
が
利
害
関
係
者
の
協
議
で

進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
コ
ン
セ
ン
サ
ス
標

準
（C
onsensus Standardization

）

と
い
う
概
念
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン

セ
ン
サ
ス
標
準
化
は
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
化

と
は
異
な
り
、
長
期
で
複
雑
な
動
態
的
プ

ロ
セ
ス
を
経
る
。
こ
の
な
か
で
企
業
が
ど

の
よ
う
に
行
動
し
、
収
益
化
に
繋
が
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
形
成
す
る
の
か
が
解
明

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

収
益
化
に
つ
い
て
は
、
強
い
専
有
化
可

能
性
を
達
成
す
る
の
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
と
い
う
観
点
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

論
に
よ
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
チ

ェ
ス
ブ
ロ
ウ
を
始
祖
と
す
る
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
他
社
の
ア
イ
デ
ア

や
知
識
を
活
発
に
活
用
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
達
成
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
生

成
（
価
値
創
造
）
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
収

益
化
（
価
値
獲
得
）
は
別
個
で
あ
る
と
い

う
着
想
が
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
論
の
な
か
で
展
開
さ
れ
、
価
値
創
造
と

価
値
獲
得
に
お
け
る
有
効
資
源
の
方
向
性

（
導
入
と
放
出
）
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

る
の
か
、
ま
た
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

要
素
が
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
い

く
の
か
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

─
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら

Ⅱ　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
と
特
許

　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
と
特
許
の
関
係
は

密
接
化
し
て
お
り
、
標
準
に
特
許
を
含
め

て
標
準
を
策
定
す
る
こ
と
が
増
加
し
て
い

る
。
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
の
場
合
は
特
許
に

つ
い
て
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
市
場
を
完
全
支
配
す
る
デ
フ
ァ
ク
ト
標

準
の
場
合
、
特
許
は
権
利
保
護
を
担
保
す

る
専
有
化
資
産
で
あ
り
収
益
化
に
関
連
付

け
ら
れ
て
い
な
い
。
強
力
な
垂
直
統
合
型

企
業
が
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
を
策
定
す
る
場

合
、
一
般
に
特
許
は
収
益
化
に
活
用
さ
れ

な
い
。
市
場
を
完
全
掌
握
す
れ
ば
ラ
イ
セ

ン
シ
ン
グ
に
よ
る
収
入
獲
得
な
ど
必
要
な

い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
標
準
と
特
許
の

関
係
性
に
つ
い
て
は
、
特
に
コ
ン
セ
ン
サ

ス
標
準
に
お
け
る
意
義
が
解
明
さ
れ
る
べ

き
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
知

的
財
産
権
（
主
と
し
て
技
術
特
許
）
の
利

用
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
・
イ
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ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
強
い
専
有
化
可
能
性

を
達
成
し
て
価
値
を
創
造
し
価
値
を
獲
得

す
る
た
め
に
知
的
財
産
権
は
、
ア
イ
デ
ア

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
経
済
的
な
成
果
に
結

企
業
外
か
ら
企
業
内
に
取
り
込
む
場
合

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
型
）
が
あ
る
。
両
者
が

並
存
す
る
場
合
は
カ
ッ
プ
ル
ド
型
で
あ
る
。

第
4
に
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論

で
重
要
と
さ
れ
る
ア
イ
デ
ア
や
知
識
を
公

開
す
る
場
合
（
オ
ー
プ
ン
ポ
リ
シ
ー
）
と

閉
鎖
的
な
場
合
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
ポ
リ
シ

ー
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
明
ら

か
に
す
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
要

素
か
ら
な
る
次
の
よ
う
な
分
析
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
設
定
す
る
（
表
１
）。

び
付
け
る
手
段
で
あ
り
、
収
益
を
得
る
源

泉
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
競
争

優
位
の
構
築
に
は
、
知
的
財
産
権
が
重
要

な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

Ⅲ　

事　

例

　

本
稿
の
紹
介
事
例
は
デ
ン
ソ
ー
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ン
ボ

ル
）、
イ
ン
タ
ー
メ
ッ
ク
社
の
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

（
Ｉ
Ｃ
タ
グ
）、
日
立
の
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク

ス
（
生
体
認
証
の
指
静
脈
認
証
技
術
）、

三
菱
電
機
のCC

‐Link

（
Ｆ
Ａ
フ
ィ
ー

ル
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
）、
Ｍ
Ｐ
Ｅ

Ｇ
‐
２
（
動
画
像
圧
縮
方
式
技
術
）
と
い

っ
た
要
素
技
術
と
そ
の
関
連
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
ら
技
術
は
特
許
化
さ
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や

Ｉ
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
標
準
策
定
機
関
で
コ
ン
セ

ン
サ
ス
標
準
化
さ
れ
事
業
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
技
術
標
準
が
普
及
し
事
業
収
益
化

を
達
成
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

筆
者
は
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
視
角
に
立
ち
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
価
値
創
造
と
価
値
獲
得
の

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
競
争
優

位
性
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
い

く
。

　

分
析
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。
第
一
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

セ
ス
に
は
優
れ
た
技
術
開
発
を
す
る
「
価

値
の
創
造
」
と
、
そ
の
価
値
を
経
済
的
価

値
に
結
び
つ
け
る
「
価
値
の
獲
得
」
が
あ

る
。
こ
れ
ら
を
独
立
し
て
別
個
に
取
り
扱

う
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
に
お
い
て
は
、

前
者
は
標
準
策
定
機
関
に
お
け
る
標
準
獲

得
の
プ
ロ
セ
ス
（
開
発
・
特
許
化
・
標
準

化
）
で
あ
り
、
後
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

構
築
プ
ロ
セ
ス
（
事
業
収
益
化
）
で
あ
る
。

第
二
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
企
業
の
組

織
構
造
が
垂
直
統
合
・
内
製
型
で
あ
る
ク

ロ
ー
ズ
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
分

散
・
分
離
型
で
他
社
の
ア
イ
デ
ア
や
知
識

を
活
用
す
る
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
局
面

に
お
け
る
小
単
位
と
し
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
要
素
の
存
在
が
予
見
で
き
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
な
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
。
第
三
に
ア
イ
デ
ア
や
知
識

の
方
向
性
に
は
企
業
内
か
ら
企
業
外
に
放

出
す
る
場
合
（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
型
）
と

Ⅳ　

結　

果

１　

�

価
値
創
造
と
価
値
獲
得
の

パ
タ
ン

　

五
事
例
に
お
い
て
、
価
値
創
造
局
面
で

は
、
全
て
の
事
例
に
お
い
て
共
通
し
て
い

る
の
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
企
業
内
部

で
行
わ
れ
る
技
術
開
発
と
特
許
化
で
あ
る

（
表
２
）。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
初
は
内

部
利
用
と
権
利
保
護
を
目
的
と
す
る
ク
ロ

ー
ズ
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
し
か
し
次
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
標

準
化
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
標
準
策
定
機
関
と

い
う
外
部
機
関
で
の
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
へ
と
転
化
さ
れ
て
い
る
。
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
は
Ａ
Ｉ
Ｍ
（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）、

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
で
は
Ｅ
Ｐ
Ｃ
グ
ロ
ー
バ
ル
、
指

静
脈
で
は
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
協
会
、CC

‐Link

で
は
Ｃ
Ｌ
Ｐ
Ａ
、

Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
‐
２
で
は
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
‐
２
Ｗ
Ｇ

と
い
う
標
準
策
定
機
関
で
オ
ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
る
。

　

価
値
獲
得
局
面
す
な
わ
ち
収
益
化
プ
ロ

セ
ス
で
は
全
て
の
事
例
に
お
い
て
外
部
機

関
を
利
用
す
る
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
外
部
機
関
と

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
は
販
売
を
主
に
担
う

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
群
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
で
は
周
辺
特
許
の
ラ
イ
セ
ン
シ
企
業
、

指
静
脈
で
は
日
立
が
オ
ム
ロ
ン
と
設
立
し

た
合
弁
会
社
で
あ
る
日
立
オ
ム
ロ
ン
ト
ー

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
提
携
先
企

業
（
モ
ル
フ
ォ
ー
社
）、CC

‐Link

で
は

三
菱
電
機
自
ら
が
設
立
幹
事
と
な
っ
た
業

界
団
体
の
Ｃ
Ｌ
Ｐ
Ａ
、
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
‐
２
で

は
パ
テ
ン
ト
プ
ー
ル
管
理
会
社
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ　

Ｌ
Ａ
で
あ
る
。
た
だ
し
オ
ー
プ
ン
ポ
リ
シ

ー
か
ク
ロ
ー
ズ
ド
ポ
リ
シ
ー
か
は
事
例
に

よ
っ
て
異
な
る
。
収
益
化
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ら
外
部
機
関
を
利
用
す
る
オ
ー
プ

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
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る
。
イ
ン
タ
ー
メ
ッ
ク
社
は
、
価
値
創
造

局
面
で
は
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
国
際
標
準
化
の
戦

略
オ
プ
シ
ョ
ン
に
失
敗
し
、
自
社
特
許
を

必
須
特
許
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
価
値
獲

得
局
面
で
は
戦
略
を
転
換
し
、
周
辺
特
許

と
し
て
個
別
に
交
渉
し
て
ラ
イ
セ
ン
ス
料

を
得
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築

し
て
い
る
。
デ
ン
ソ
ー
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
事

業
は
販
売
の
一
部
は
自
社
統
合
型
組
織
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
（
ク
ロ

ー
ズ
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
販
売
（
オ
ー
プ

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
が
併
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
指
静
脈
認
証
技
術
も
、
自
社

内
製
型
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
提
携
や
合
弁
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。

CC

‐Link

に
つ
い
て
は
、
普
及
機
関
で

あ
る
Ｃ
Ｌ
Ｐ
Ａ
の
貢
献
が
大
き
い
。
Ｃ
Ｌ

Ｐ
Ａ
は
価
値
創
造
局
面
で
も
標
準
化
に
貢

献
し
、
価
値
獲
得
局
面
す
な
わ
ち
事
業
化

で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｐ
Ａ
の
形
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
り
、
三
菱
電
機
製
品
（
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
）
が
ベ
ン
ダ
の

構
築
す
る
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込

ま
れ
、
三
菱
電
機
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
に
寄
与
し
て
い
る
。

１.プロセス   ２. イノベーション種類   ３. 方向性   ４. ポリシー

価値創造 オープン・イノベーション アウトバウンド（企業内から外へ） オープンポリシー（開放的）

価値獲得 クローズド・イノベーション インバウンド（外から企業内へ） クローズドポリシー（閉鎖的）

表１　イノベーション戦略のフレームワーク

プロセス  開発・特許化  買　　収  標準化

イノベーション種類 クローズド・イノベーション オープン・イノベーション オープン・イノベーション

ポリシー クローズドポリシー クローズドポリシー オープンポリシー

方向性 ― インバウンド型 カップルド型

事　例 全事例 RFID 全事例

プロセス  収益化　オプション１  収益化　オプション２  収益化　オプション３

イノベーション種類 クローズド・イノベーション オープン・イノベーション オープン・イノベーション

ポリシー クローズドポリシー オープンポリシー クローズドポリシー

方向性 ― カップルド型 カップルド型

事　例 QRコード REID、CC-Link、MPEG-2 QRコード、指静脈認証、

表２　コンセンサス標準の価値創造と価値獲得のパタン

１．価値創造プロセス

２．価値獲得プロセス
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２�　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
造
の

比
較

　

デ
ン
ソ
ー
、
イ
ン
タ
ー
メ
ッ
ク
、
日
立
、

三
菱
電
機
各
社
の
要
素
技
術
は
、
標
準
・

特
許
・
事
業
収
益
化
に
つ
い
て
特
徴
的
構

造
を
形
成
し
て
い
る
（
表
３
）。
各
社
は

競
争
優
位
を
構
築
す
る
た
め
に
、
最
適
な

戦
略
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
択
し
て
い
る
。
標

準
と
特
許
の
組
み
合
わ
せ
は
、
必
須
特
許

型
と
周
辺
特
許
型
に
分
け
て
吟
味
し
た
が
、

事
業
収
益
化
す
な
わ
ち
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

に
依
存
す
る
の
か
特
許
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー

に
依
存
す
る
の
か
は
相
関
し
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
標
準

と
特
許
の
関
係
が
必
須
特
許
型
の
場
合
、

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
収
益
化
を
行
う

こ
と
も
あ
れ
ば
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、CC

‐

Link

）、
特
許
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
の
事
業

収
益
化
を
行
う
こ
と
も
あ
る
（
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

‐
２
）。
ま
た
周
辺
特
許
型
で
あ
っ
て
も
、

事
業
収
益
化
が
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

場
合
（
指
静
脈
）
と
特
許
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

ー
の
場
合
が
あ
る
（
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）。

　

こ
の
よ
う
に
標
準
と
特
許
の
関
係
が
、

必
ず
し
も
事
業
収
益
化
の
源
泉
の
手
段
を

固
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
価
値
創
造
と
価
値
獲
得
が
別
個
な
独

で
は
な
い
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
化
ひ
い

て
は
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事

業
収
益
化
の
選
択
肢
が
豊
富
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

立
局
面
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
特
許
化
と
標
準
化
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
る
価
値
創
造
は
事
業
収
益

化
の
価
値
獲
得
方
法
を
固
定
化
す
る
も
の

Ⅴ　

ま
と
め
─
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス

① 

価
値
創
造
行
動

　

デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
化
が
典
型
的
な
ク
ロ

ー
ズ
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
の
に

対
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
化
は
オ
ー
プ

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
特
許
の
専
有
化
可
能
性

を
強
化
す
る
た
め
補
完
的
資
産
を
利
用
す

る
こ
と
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
確
か
に
価
値
創
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
元
来
は
内
製
型
の
特
許
権
す
な
わ
ち

ク
ロ
ー
ズ
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
要
素
は
、

標
準
化
す
る
と
い
う
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
価
値
が
高

め
ら
れ
た
。
標
準
化
す
る
理
由
は
標
準
の

効
果
す
な
わ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
効

果
、
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
、
技
術
の
方
向
性

決
定
の
効
果
、
不
確
実
性
の
回
避
の
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
標
準
化
は

市
場
の
拡
大
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

次
の
価
値
獲
得
局
面
で
競
争
優
位
を
構
築

す
る
土
台
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
な
ど
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン

サ
ス
標
準
化
が
台
頭
す
る
理
由
は
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
／
Ｔ
Ｂ
Ｔ
協
定
発
効
に
よ
り
デ
ジ
ュ
ー

ル
標
準
以
外
は
国
際
標
準
と
し
て
認
証
さ

れ
な
い
点
な
ど
か
ら
、
標
準
の
効
果
は
私

企
業
が
内
製
す
る
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
よ
り

も
大
き
い
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。

事
例
に
お
け
る
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
：

Ａ�　

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
形
成

は
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
点
と
し
て
い
る

Ｂ�　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
化
は
ク
ロ
ー
ズ

ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
内
製
型
の

技
術
開
発
・
特
許
）
を
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
転
換
さ
せ
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

Ｃ�　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
は
デ
フ
ァ
ク
ト

標
準
よ
り
も
市
場
拡
大
効
果
が
大
き

い
②　

価
値
獲
得
行
動

 企業名  デンソー  日　立  インターメック  三菱電機  三菱電機

標準 QRコード 指静脈認証 RFID CC-Link MPEG-２

標準と特許の関係 必須特許 周辺特許 周辺特許 必須特許 必須特許

事業収益化源泉 製品・サービス 製品・サービス ロイヤリティー 製品・サービス ロイヤリティー

出所：筆者作成

表３　各社の標準・特許・事業収益化について
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コンセンサス標準とビジネスモデル
　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
価
値
獲
得
プ
ロ
セ

ス
は
、
価
値
創
造
さ
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
事
業
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

価
値
獲
得
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、
オ
ー

プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ク
ロ
ー
ズ

ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
並
存
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
適
用
範
囲
は
、
内
製
型
の
ク
ロ

ー
ズ
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
販
売

チ
ャ
ネ
ル
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
指
静
脈
認

証
）
に
み
ら
れ
た
。
一
方
オ
ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
適
用
範
囲
は
広
範
か
つ

多
様
で
あ
り
、
提
携
に
よ
る
研
究
開
発

（
指
静
脈
認
証
）、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
（
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）、
合
弁
会
社
設
立
に
よ
る
販
売
チ

ャ
ネ
ル
（
指
静
脈
認
証
）、
提
携
に
よ
る

販
売
チ
ャ
ネ
ル
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）、
標
準

化
・
認
証
制
度
に
よ
る
販
売
チ
ャ
ネ
ル

（CC

‐Link

）、
特
許
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
、
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
‐
２
）
が
確
認
さ
れ
た
。

価
値
獲
得
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
こ
れ
ら
オ
ー

プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
要
素
が
大
勢
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス

標
準
の
価
値
獲
得
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
戦
略
オ
プ
シ
ョ
ン
が

豊
富
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
結

果
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
は
多
く

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
価
値
創
造
の

次
の
価
値
獲
得
局
面
で
の
戦
略
オ
プ
シ
ョ

ン
が
、
デ
フ
ァ
ク
ト
標
準
よ
り
も
コ
ン
セ

ン
サ
ス
標
準
の
ほ
う
が
多
い
事
を
示
唆
し

て
い
る
。

事
例
に
お
け
る
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
：

Ｄ�　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
で
は
、
価
値
獲

得
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
な
戦
略
オ

プ
シ
ョ
ン
が
あ
る

　

ま
た
価
値
創
造
、
価
値
獲
得
局
面
に
み

ら
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
方
向
性
は
カ
ッ

プ
ル
ド
型
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
特
に
外
部

機
関
で
の
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
方
向
性
は
カ
ッ
プ
ル
ド
型
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
互
恵
的
関
係
が

達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
コ
ン
セ
ン
サ

ス
標
準
化
の
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
コ
ン

セ
ン
サ
ス
標
準
は
互
恵
的
な
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
価
値
獲
得
段
階
で
外

部
に
最
適
な
機
関
が
な
い
場
合
、
企
業
自

ら
が
行
動
し
て
外
部
機
関
や
シ
ス
テ
ム
を

形
成
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
提
携
に
よ

る
研
究
開
発
（
指
静
脈
認
証
）、
Ｏ
Ｅ
Ｍ

生
産
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）、
合
弁
会
社
の
設

立
に
よ
る
販
売
チ
ャ
ネ
ル
（
指
静
脈
認

証
）、
提
携
に
よ
る
販
売
チ
ャ
ネ
ル
（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）、
標
準
化
・
認
証
制
度
に
よ

る
販
売
チ
ャ
ネ
ル
（CC

‐Link

）
で
あ

る
。
こ
う
し
た
外
部
機
関
や
シ
ス
テ
ム
は

利
害
関
係
企
業
に
と
っ
て
、
カ
ッ
プ
ル
ド

型
の
源
泉
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

Ｅ�　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
の
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
利
害
関
係

者
に
と
っ
て
互
恵
的
な
カ
ッ
プ
ル
ド

型
が
選
好
さ
れ
る

Ｆ�　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
に
お
い
て
、
企

業
が
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
達
成
す
る
際
に
、
価
値
獲
得
に
繋

が
る
源
泉
が
外
部
に
な
い
場
合
、
企

業
は
自
ら
行
動
し
て
そ
れ
を
創
設
す

る

Ⅵ　

結　

語

　

本
稿
で
は
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
視
角
か
ら
コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
の

特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
事
例
に
お
い
て
、

価
値
創
造
と
価
値
獲
得
の
各
段
階
で
は
、

企
業
は
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構

成
要
素
と
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
構
成
要
素
を
各
局
面
で
使
い
分
け
て
、

最
終
的
に
は
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
競
争
優
位
な
ト
ー
タ
ル
な
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
達
成
し
て
い
る
。
両

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
競
争
優
位
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
形
成
に
際
し
相
互
補
完
す
る
機

能
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
オ
ー
プ
ン
ポ
リ
シ

ー
を
主
と
す
る
カ
ッ
プ
ル
ド
型
で
あ
る
点

に
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
受
信
先
企

業
と
発
信
元
企
業
に
と
っ
て
、
互
恵
的
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
、
コ
ン

セ
ン
サ
ス
標
準
の
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
研
究
の
限
界
と
課
題
に
つ

い
て
述
べ
る
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
標
準
の
オ

ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
主
と
し
て

外
部
機
関
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
点
は

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
利
害
関
係
企

業
の
役
割
や
機
能
、
機
関
の
果
た
す
機
能
、

構
造
、
利
害
関
係
者
の
力
学
に
つ
い
て
は
、

組
織
間
関
係
論
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
、
ビ

ジ
ネ
ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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